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PRESS RELEASE＿2026 .2 . 3

株式会社リクルートホールディングスが運営するBUGでは、2026年2月25日（水）より、やんツー個展「浮遊する器官」を開催します。やんツーはこれま

で、AIやセグウェイといったテクノロジーを用いた作品を発表しながら、進歩主義や資本主義に対して批判的なまなざしを投げかけてきました。また、

これらテクノロジーに関わる人間の身体性や主体性を捉え直すことも試みています。本展では、AIを搭載したドローンとカタパルト（投石器）が言葉を

交わし、その対話の内容に呼応して動作する演劇形式の新作を発表します。

やんツー個展 「浮遊する器官」

会期 :2026年2月25日（水）〜 4月5日（日）　11:00 -19:00 火曜休館

「浮 遊 する 器官」とは 、本 来 は「有機 的な身 体」を 基 盤として いた「器官」が、テクノロ ジ ーとして外部 化 され 、身 体か ら切り離 された ま ま

再配置され得 る 状 態 を指します。これは、哲学者のベルナール・スティグレールが提唱した「一般器官学」の概念を下敷きにしています。

スティグレールは、人間とは原初的に 欠落 を抱 えた存 在であり、技術 や道具——神話に お いてプロメテウス が人間に与えた 火——とい

う 義 肢に よって欠 落 を埋め る こ とで、はじ めて成立する 存 在 だ と捉 えました 。この 考え 方に お いて、技 術とは 単 なる 付属物 で は なく、人

間存 在を根 底 から支 える 補完的な要素で す。「技 術」は、能力や記憶を身 体 の 外部 に 刻み、継承していく「外 在的な器官」だと言えるで

しょう。この「外 在的な器官」としての 技 術 は 、個人の 精 神活動 と社 会 の 制 度を媒 介する 基 盤として 機 能 しま す。例 え ば「文字」と いう 技

術は、個人の思考 や記憶を記 録する手段 であ る と同時に、法 律や 契 約と いった社 会を動かす仕組み を成立させる土台と なっています。

した がって人々は、技術の変容とともに、自らの感覚や思考、さらには社会構造そのものをも再編し 続け てきたので す。

展覧会タイトル「浮遊する器官」に込められた意味
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こうした視 点から見る と、A I やドローンをはじ めとする 現代の テクノロジー は、人間の目や手、脳な どの機能を 代行し、物理的・空間的な

制約を 超 えて作用して います。かつて身 体 に根ざして いたはずの器官は、いまや身 体 と切り離 された「浮遊 する 器官」として 社 会 の中に

配置されるように なりました 。この「浮遊」とは、器官を再編しう る可能性を拓く一方で、人間をよりどころ のない「宙吊り」の 状 態へ と 追い

込 み、その 感覚や思考、さらには社 会構 造を 制 御不能 なまで に 変容させ てしまう危うさ を も孕んで います。スティグ レールが指 摘した よ

うに、技 術とは人間に とって「薬」であ る と同時に「毒」で も あります。現代に お いて、それ らは有用な道具としてのみならず、監視や管理、

さらには暴力的な「生死の選 別」へ と 結 びつ いています。本展で は こうした状 況を見据え ながら、「浮遊 する 器官」が社会の中でどのよう

に機能し、人間の感覚や 倫理にいかなる変容 をもたらしているのか を見つめ直します。

BU Gの天井高（7.2メートル）を存分に 活かし、A Iを搭載したドローンとそれを 撃墜しようとするカ タパルトが対話を重ねる新作を展示し

ます。会 場を飛行するドローンは、実際に戦地を飛行しているDJ I社の「Mav i c  3」。空撮などを目的として民生用に開発されたドローン

が、最前線の戦 場で も使用されているテクノロジーの二面性（デュアルユース）が会 場で立ち現れます。

会 場内はネットと金網に よって区切ら れ、観客は金網越しに両者の対話や緊張関係 を鑑賞します（上演は1時間に1回の予定）。上演 外

の時間は金網内に 入り、展示資料やカタパルトが投 てきしたものを間近でご覧いただくことが 可能で す。

最新の軍事技術であ るドローンと、古代の兵 器であ るカ タパ ルト。両者は、土地や 建 造 物に 刻み込まれた暴力の記憶や巨大テ ック企業

に よって加速する封建的な状 況、また特定の場所が強い ら れてきた搾取の歴史などをめぐり、それぞれ 異なる立場から意 見を交わしま

す。この対 話の展 開 に 応 じて、カ タパ ル ト は ド ロ ーン に物 を 投 げ付 け ま す。本 展で は 、この二者の関 係 を 通じて、現代社 会 に お ける 権力

構造 や そこに 対する個々人の関与について、身体的な感覚とともに描き出すことを試みます。

天井高7.2mの会場を飛行するドローンとカタパルトが対話する新作

会期中、出展アーティストとゲストに よるトークイベント を開催します。

※開催時間や参加方法などの詳細はBU Gウェブサイトの展覧会「イベント ページ」に随時更新します。

 

▶  2月25日（水）19:00〜20:30

「アートにまつわるキャリアトーク」

出演：やんツー（アーティスト）、筒井一隆（Bn A A l te r  M use umアートディレクター）、野瀬 綾（BU Gキュレーター/プラン ナー）

本展の 企画に 携 わ った3名が アーティストや ディレクター、キュレーター のキ ャリアにつ いてお 話しします。国内外さ まざま な美 術館や 芸

術祭で展示してきたアーティストのやんツーさんと、京都のアートホテル「BnA Alter Museum」で展示スペースと客室のディレクションを

おこ なう筒井さん、そしてBU Gで展 覧会 やBU G A r t  Awardの企画に携わ る野瀬 が、三者三様のキャリアについてお話しします。

 

▶  開催日時未定

「オリジナルビール片手にやんツーさんとめぐる！会場ツアー」

ナビゲーター： やんツー（アーティスト）

やんツーさんが茅ヶ崎のブルワリー「Passif ic Brewing」とコラボレーションしてつくった本展オリジナルビールの「FRYEING ORGANS」。こ

ちらのビールを片手に、やんツーさんと一緒にBUGの会場をめぐるツアーです。作品制作にまつわるエピソードを直接聞ける貴重な機会、ぜひ

ご参加ください。

[I nstagr am] @pas s i f i cb rew in g 

会期中にイベントを開催



3 / 4

過去作品画像

1984年、神奈川県生まれ。絵を描く、鑑賞する、作品を設置撤去するなど、美術の制度にまつわる

人間特有と思われている行為を、機械に代替させるインスタレーション作品で知られる。また、近年

はテクノロジーの利便性や合理性の背後に隠蔽される、政治性や特権性、暴力といった問題につ

いて考察するため、レーシングカー玩具を鈍速化させたり、自作の大型発電機によって展示空間を

発電所に変容させるなど、技術と社会の関わりをテーマに制作している。

文化庁メディア芸術祭アート部門にて第15回で新人賞（2012）、同じく第21回で優秀賞（2018）

を受賞。TERRADA ART AWARD 2023 ファイナリスト寺瀬由紀賞。ACCニューヨーク・フェロー

シップ（2023）にて6ヶ月渡米。近年の主な展覧会に、近年の主な展覧会に、「瀬戸内国際芸術祭

2025」（平賀源内記念館、香川、2025）、「Random Access Project 4.0」(ナム・ジュン・パイク

アートセンター、龍仁、韓国、2025)、「MOTアニュアル2023」（東京都現代美術館、東京、2023）、

「六本木クロッシング2022展：往来オーライ！」（森美術館、東京、2022）、「遠い誰か、ことのあり

か」（SCARTS、札幌、2021）、「DOMANI・明日展」（国立新美術館、東京、2018）、などがある。

やんツー / yang02

アーティストプロフィール

《永続的な一過性》 Insta l lat ion in  Progress
2025年
Photo by CHOI YEON KEUN, 
Cour tesy of  Nam June Pa ik Ar t  Center

《現代の鑑賞者》 Modern Spectator　 　 　 　2018年
Photo by Rakutaro Og iwara

《鑑賞から逃れる》 Cou ldn't  See We l l 　 　 　 　2019年
Photo by Sh inya K igure



お問い合わせ先:株式会社リクルートホールディングス リクルートアートセンター 　広報担当
Mai l  :  info.bug@r.recru it .co.jp
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やんツー個展「浮遊する器官」

会期：2026年2月25日（水）〜4月5日（日）　

時間：11:00-19:00 

休館日：火曜

入場料：無料

主催：BUG

■展覧会概要

交通アクセス 
JR東京駅八重洲南口直結 
東京メトロ京橋駅8番出口から徒歩5分 
東京メトロ銀座一丁目駅1番出口から徒歩7分 
※BUGには専用駐車場はありません。ご来館時には公共交通機関をご利用ください。 

＜施設情報＞
・BUGはオフィスビル1階にあり、入り口から段差なくアクセスできます。
　カフェの奥に広がる空間がBUGです。 
・授乳室は設置しておりません。 
・多目的トイレはビル内の同フロアに１つあります。
　（おむつ交換台、ベビーチェア、オスメイト設置）
・トイレは地下1階（八重洲地下街）に複数あります。
　エレベーターまたはエスカレーターが利用できます。
・BUGには専用駐車場はありません。ご来館には公共交通機関をご利用ください。
 
※BUGでは様々な事情を持つ皆様をお迎えできるよう、スタッフが可能な範囲でサポートや情報提供に努めています。

BUG 

〒100-6601 東京都千代田区丸の内1-9-2 グラントウキョウサウスタワー1F 

Gran Tokyo SOUTH TOWER 1F, 1-9-2, Marunouchi, Chiyoda-ku, Tokyo 
 

BUG Cafeコラボメニュー

会期中、併設のBUG Cafeにて展覧会コラボレーションメニューを提供します。

ウクライナの伝統的なケーキである「キーウケーキ」をイメージしたドリンク。

材料の組み合わせや色とりどりの見た目が特徴的なケーキです。

ヘーゼルナッツが香るラテをベースに、甘さ控えめのチョコレートクリーム、

バタークリーム、メレンゲクッキーをケーキの層に見立てて重ねています。それ

ぞれのクリームが溶けていくごとに深みのある味わいが楽しめます。

 

最新情報はウェブサイト、SNSにてお知らせします。

[Instagram] @bug__cafe

「ヘーゼルナッツラテ（キーウケーキ風）」　680円（税込）


